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第１条 研修センター使用規程第4条に基づく研修センターの使用手続と使用心得は、この細則

の定めるところによる。 

第２条 本施設の使用は、原則として本学の学生および教職員に限る。ただし、本学の学生およ

び教職員と合同で、練習、集会、合宿を行う他大学の学生および教職員については予め学生部

長に願い出た場合は使用を許可することがある。 

第３条 本施設の集会のための使用時間は午前9時から午後6時までとする。これ以外の使用に

ついては、予め学生部長に願い出て、時間外使用の許可を得なければならない。 

第４条 本施設の宿泊のための使用時間は午後6時から翌日の午前9時までとし、継続使用期間

は1週間以内とする。 

第５条 本施設の宿泊許可人数は最小限5名、最大限110名とする。また、管理和室を除く1室の

定員は、12名とする。 

第６条 本施設に宿泊する場合は、男女それぞれ別室を使用しなければならない。 

第７条 本施設の使用希望者は所定の使用許可申請書に必要事項を記入し、使用日の7日前まで

に学生課に申し込み、学生部長の許可を受けなければならない。 

第８条 許可を受けたのち、以下の号に定める手続を行う。 

１ 研修センター使用料入金通知票を学生係で受け取り、別表1に定める使用料金相当額の

証紙を貼付し、学生係に提出する。 

２ 学生係で研修センター合宿許可書および研修センター使用に際しての注意事項を受け

取る。 

第９条 既納の使用料は返還しない。ただし、使用規程第12条第1項で使用許可を取り消したと

きは、全額を返還する。また使用3日前までに使用取消しを申し出て、学生部長の承認を得た

ときは、一部又は全額を返還することがある。 

第10条 本施設の使用に際し、使用責任者は管理人に合宿許可書を提出して、その指示を受ける。

使用が終わったときは、速やかに管理人に報告し、鍵および掃除分担表等を返却する。 

第11条 使用者は、使用許可を受けた目的以外のことに本施設を使用してはならない。 

第12条 使用者は、許可された範囲外の施設設備等を使用してはならない。ただし、やむを得な

い事情によりその使用を必要とする場合は、管理人の許可を得なければならない。 

第13条 施設備品の使用に際し、使用者は管理人の指示に従い、使用後は確実に返却しなければ

ならない。 

第14条 使用者が施設および備品等を破損又は滅失したときは、直ちに管理人に届け出て、その

指示を受けなければならない。 
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第15条 研修センターの使用者は次の諸事項を遵守しなければならない。 

１ 原則として炊事をしないこと。 

２ 所定の場所以外で火気を使用しないこと。 

３ 飲酒および喫煙はしないこと。 

４ 原則として酒気帯びの宿泊は認めない。 

５ 使用した各室・浴場等の清掃、備品等の整頓をすること。 

６ 浴場・シャワーは原則として午後6時から午後10時までに使用すること。 

７ 原則として午後11時に消灯すること。 

８ 騒音等により他の使用者や付近の住民に迷惑をかけないこと。 

９ 掲示は、連絡事項にとどめ、所定の場所に行うこと。 

10 盗難・火災の予防に十分注意すること。 

11 事故の際は直ちに管理人に連絡すること。 

12 その他使用上の注意事項を守り、管理人の指示に従うこと。 

第16条 本規程の定めるところに著しく違反した団体は、以後研修センターの使用を一定期間認

めないこともある。 

 

附  則 

この細則は、昭和50年 1月22日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、昭和57年 4月 1日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、昭和62年 7月10日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、平成元年 4月 1日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、平成3年 4月 1日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、平成6年10月 1日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、平成10年10月 1日から施行する。 

附  則 

この細則の改正は、2005年11月 1日から施行する。 
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別  表 １ 

 

研修センター使用料金表 

集会のための使用料 無   料 

宿泊のための使用料 1人 1泊 400円 

夏期期間中（ 7月1日～9月30日）の宿泊のための使用料 1人 1泊 500円 

冬期期間中（11月1日～3月31日）の宿泊のための使用料 1人 1泊 500円 

 


